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高齢者福祉・医療施設における鍼灸治療の可能性 

 全国には約 6,000の特別養護老人ホーム、約 3,000の老人保健施設があります。これらの施設に入所される 

高齢者の多くは、様々な疾病・症状を抱えています。保健老年鍼灸学講座では、このような施設における鍼灸治

療を、長年行ってきました。このポスターでは、施設での鍼灸治療の概要とその可能性について紹介します。 

 

どんな方々が入所されているのか？ 

 
 施設に入所する主な原因としては、脳梗塞などの 
「脳血管疾患」が最も多く、次いで「衰弱」「転倒・ 
骨折」と続きます。「脳血管疾患」では、脳梗塞 
後遺症による手足のマヒ、しびれなどが生じます。 

 

どんな疾患に対して鍼灸治療を行って 

いるのか？ 

 
↑特別養護老人ホーム入所者の愁訴 
 

 ３つの施設で共通しているのは「痛み」の訴えが 
最も多く、次いで「こり」「しびれ」と続きます。 
痛みの場所については「腰」「膝」「肩」などが多く 
見られます。また、これらの訴えに加え、「便秘」 
「食欲不振」などの内科的愁訴、「夜間尿」などの 
泌尿器科的愁訴など、対象となる疾患は多種多様です。 
また一人の患者が多くの疾患を持っていることも、 
高齢者全般の特徴です。 
 

 

 

 

どんな効果があるのか？ 

 

 痛みに対する鍼灸治療では、一定期間、

痛みが楽になる患者が殆どですが、治療を

することにより、他の身体状況、例えば、

全身状態や気分状態も改善することが分か

りました。施設での生活は、思いのほか、

高齢者にとってストレスとなる場合が多く、

うつ傾向になってします高齢者も多くいま

す。このような高齢者に対し、鍼灸治療を

することにより、身体的なケアはもちろん、

精神的なケアも同時に行えることが分かり

ました。 

 今後ますます増えると予想される、施設

入所高齢者に対し、鍼灸治療は非常に有用

であると考えられます。 


